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市民による芸術文化の共同事業体情報誌「ぬーべるふぉんてーぬ」
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　50年も前のことですが、街頭占いの人が

道端で十二支の絵図を広げ、細い竹の棒でそ

の絵をコツコツ叩きながら、「子年生まれの

この方は、コツコツこまめに働いて、小金残

して出世する」と節をつけて説明していまし

た。卯年生まれの人はなんと歌われていたの

だろうと思いだそうとするのですが、どうし

ても出てきません。

　人形劇を創るために世界の昔話を探してい

ると、中南米ではうさぎは知恵が働くけれ

ど、どこかこすっからい動物として扱われて

います。

　日本人はうさぎをどう思っているのでしょ

うか。「うーさぎうさぎ、なに見てはねる」

と童謡ではかわいい小動物ですね。「待ちぼ

うけ」ではうっかり木の根っこに引っかかっ

ています。カチカチ山のうさぎは正義感でた

ぬきと張り合っていますね。

　動物というのは遺伝と本能で行動して、そ

の行動をどう思うのかは国民性や民族性で異

なるようです。

　動物の行動は遺伝と本能しかないけれど、

人はこの上に経験と模倣があり、それを言語

で伝えて、集団の思想、感情、行動が生ま

れ、集団の一員として仲間から学習し習得す

る、それが文化だと日本国語大辞典の文化の

説明です。だからうさぎの見方も国と民族に

よって変わるのですね。

　この文化の定義、なんか現代社会に対する

皮肉みたいですね。言語で伝えるのは下手、

集団になるのも苦手、仲間から学ぼうとして

いないなあ、今の日本の人達は。

　しかし、岸和田文化事業協会はこの風潮に

負けないで豊かな文化を作ろうとしていま

す。突然何をと言われそうですが、昨年、自

泉会館の指定管理者としての書面及びプレゼ

ンテーション審査があり、指定されるについ

て、向こう5年間の方針を提出しなければな

りませんでした。

　文化を通して学ぶことや伝え合うこと、

自分を表現することなどを精一杯考えて提

出し、岸和田文化事業協会は、今年4月から

5年間、自泉会館の指定管理者に再度指定さ

れました。

　みんなで文化を楽しんで、うさぎのように

ピョンピョンする心でいられる良い年にしま

しょう。

岸和田文化事業協会 会長 松本　則子

卯年を迎えるに
あたって
卯年を迎えるに
あたって
卯年を迎えるに
あたって
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　岸和田の川は、

深い谷を作り、

川の水の利用を

困難にしていま

す。

　そのため、上

流に井堰を作

り、溝を作って

下流に水を導きます。津田川では、河合町にある諸

井堰（写真１）から溝を掘り、右岸は土生町へ、左岸

は阿間河滝町へ水を流しています。岸和田庄の人た

ちは古来より水

不足に苦しみ、

独自の水瓶を確

保するのが長年

の夢でした。天

正３年(1575)松

浦肥前守が岸和

田庄の池として

作らせたのが岸和田池です。（写真２）

　池の水は諸井堰から阿間河滝町を経て岸和田池に

入り、必要なときは再び池の水を津田川に落とし、

下流の畑町にある岸和田井堰で上げました。（写真３）

毎年田植え前

に上町等の農

家の方々が井

堰 （ 俗 称 風

船）を作り上

町等に配水さ

れます。

 

　昭和6年刊行の相沢正彦氏の「岸和田志」による

と、寛永17年（1640）岡部氏が岸和田に入城するや用

水溜池を全部御用として藩が回収しました。特に岸

和田池は、城の外堀の水源地として指定されまし

た。緊急時以外は、農業用に使用してもよいと許可

されました。江戸時代を通じて、緊急時は一度もな

かったようです。

　外堀は空堀で、その痕跡は岸城幼稚園の南西方向

に見受けられます。

　久米田池は奈良時代（738年）に行基によって開削さ

れたという伝承を持ち、中世末期以降は久米田池の

水利権を持つ村々が池郷を形成し、池の維持管理を

行ってきました。

　しかし、江戸時代を通じて幾度となく村々の間で

衝突がありました。その都度話し合いがもたれ、池

郷内の公平性が保たれるよう知恵を出し合い取り決

めがなされました。その一つに久米田池には、三つ

の樋があり、

一番樋：池尻・大町・箕土路・下池田・小松里

　　　　・荒木・加守村。

二番樋：西大路・中井・吉井・春木村。

三番樋：田治米村　が取水していました。

　池に近い村が取水に有利に働くので、樋の抜き指

しの権利は、

一番樋は、加

守村。二番樋

は、春木村に

支配権があり

ました。

ご存知ですか
歴史再発見

１】岸和田池と岸和田庄
岸和田市南上町

写真1　諸井堰

写真2　岸和田池

写真3　岸和田井堰
ため池百選　選定　久米田池

　人の生活に必要なものとして「衣食住」と云います

が、その中でも、「食」は一番根源的なものです。

　日本人にとって食とはやはり「米」、米と言えば、そ

の育成に必要なのは「水」です。

　では、その水を、古来から人々はどのようにして確

保してきたのでしょうか。

vol.3
副会長 行　龍男

八木･春木郷

２】久米田池と池郷12ヶ村
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　　中学校のころから焼き物に興味を持ち始めた西

念さんは、「焼き物をするのならデッサンと茶が必

要」という話を聞き、高校を卒業して本格的に焼き

物の世界に足を踏み入れたのと同時に、独学で茶に

ついても勉強を始めた。その後、牛滝山の大威徳寺

や市民会館で茶会を開き、有志の集まりである「い

ずみ茶道会」にも参加。我流に加え一般的な茶の作

法も習得することになる。

　「そこで知り合った焼き物の仲間の西野さん

と、一般の人に向けて茶を出そうと。けど、自分

達は茶の先生ではない。先生ではないけれど、自

分達でできることから始めようということになっ

たんです」と西念さんは「大福茶会」を始めるよ

うになったきっかけを話す。

　そのころ、五風荘の一画が裁判所（現在は移転）

の駐車場として利用されることとなり、その区域に

建てられていた田舎家は解体が決まった。田舎家を

「窯の焚き付けにでも」と譲り受けることになった

西念さんだが、「壊すのはもったいない」と移築を

考え、1985年に現在の場所へ。そのときに念願だ

った茶会を開くことになったが、茶道の免状も持た

ない西念さんたちは、千家流などとは違う茶会を画

策。そこで目をつけたのが奈良西大寺で4月に行わ

れる「大茶盛」だ。

　「これなら千家流以前のお茶会ですから、作法や

形式も気楽だと思って取り入れました」。

　大茶盛は平安後期に始まったとされる京都の行

事、「大福茶」が源流といわれ、疫病退散を願い、

空也上人が当時は薬として用いられていた茶と滋養

をつけるための昆布、梅干、おかゆを病人に与えた

のが始まりとされる。

　「それを正月に行うことで、1年間の無病息災を

祈願することができる。おかげさまで今は、220人

から230人のお客さんが来てくれます」と西念さ

ん。

　参加方法は1月3日の8時半から15時半の間に田舎

家を訪れるだけ。予約の必要はないが、お茶とお菓

子、おかゆ、記念品費込みで1千円が必要。約250

年前に建てられたという古民家の中で、正月から気

軽にお茶を楽しめる「大福茶会」。今年はすでに終

了しているが、興味をもたれた方は、来年には是

非、訪ねてみることをおすすめする。

Cultural
Hot Spot
In Kishiwada

Cultural
Hot Spot
In Kishiwada

Cultural
Hot Spot
In Kishiwada

岸和田の文化ホット情報岸和田の文化ホット情報 インタビュー　歯黒    猛夫 理事

西念陶器研究所「大
福茶会」

おおぶく

無病息災を願って

新年にお茶が楽しめる

岸和田市三田町にある西念陶器研究所（轟窯）。そこ
に建つ、一軒の鄙びた田舎家では毎年正月3日に「大
福茶会」が行われている。その詳しい内容や開催に
至るまでのいきさつを、同研究所の所長で陶芸家の
西念秋夫さんに聞いてきた。

気楽に楽しめるお茶会

200人以上の来客

西念陶器研究所 西念秋夫所長

約250年前の姿を残す田舎家 1月3日の茶室の様子

かま
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専務理事

真下　豊光

理　　事

紙野　陽子

　今から約20年前、平成3年に徳島市で「第1回全国文化の見えるまちづく
り政策研究フォーラム」が開かれ、岸和田市の文化施策及び文化団体が、
日本各地から注目を集めたことがありました。「東の水戸・西の岸和田」
という言葉で新聞にも紹介され、各地の自治体職員や議員が視察にも来ら
れました。
　岸和田市では、以前から文化施設の運営、市民文化振興のための施策や
制度化等「行政への市民参加」を積極的に推進していましたが、更に一歩
進めて、逆に市民全体の文化活動に行政が参加する「市民活動への行政参
加」という施策を考えました。この施策を実現するために、行政の働きか
けにより設立されたのが当協会の前身である「岸和田市市民文化事業協
会」でした。公立の文化施設の管理運営やイベントの企画運営を、市民ら
が作るアマチュアの事業団体に任せる内容です。これらの文化施策が全国
的に注目されました。
　しかし、平成12年の小泉内閣が打ち出した「規制緩和」により、「指定
管理者制度」が全国の公立文化施設等に広がり、本市においても平成18年
度から複数の施設で取り入れられています。この制度の導入により、20年
前に考えられていた本市の文化施策は方向転換されたと考えられます。
　文化というものは、年月を積み重ねて作られるものであり、時間のかか
るものです。5年ごとに運営主体が変わる危険性のある指定管理者制度は、
文化施設には馴染まないと関係者の間では言われています。
　こういった状況の中、平成23年度からの自泉会館の指定管理者に「岸和
田文化事業協会」は引き続き指定されました。全国から注目を浴び、先輩
諸兄が築いてこられた市民主体の文化活動を、今後も継続発展していきた
いと考えています。

　広報部会員は部会長を含め総勢5人、私が属しているのに僭越
ですが、多才なメンバーで構成されています。各人各様の5人が
寄ると、かの昔詠まれた歌『・・・欠けたることのなし・・・』
の満月のようなチームになります。
　「ぬーべるふぉんてーぬ」編集の基本は、「岸和田の文化にこ
だわる」こと、それを外さないように掲載内容を企画しなければ
なりません。編集会議ではメンバーが持っている情報や知識を出
し合い、意見交換しているうちに内容が決まっていきます。この
会議は、私にとっては「へエー！」「ホウー！」の感嘆詞続き
で、たまらなく面白くて、「素晴らしい岸和田」を発見できるゴ
ールデンタイムになってきました。知らなかったことを知るたび
に、「岸和田ってすばらしい」と感動しています。
　編集会議で内容を決めると、その分野の造詣者に原稿を依頼し
たり広報部会員が取材したりして、原稿や写真を集め、紙面づく
りを行います。そして何度かの校正を経て、印刷へと進みます。
毎回、完成品を見るまでミスはないかとドキドキですが、おかげ
さまで今までのところ「いいものが出来たね」と自画自賛できま
した。皆さんから良い原稿を寄せていただけるからこそと、感謝
しています。
　これからも「ぬーべるふぉんてーぬ」を読まれる方々が、岸和
田の人・歴史・くらし・建造物などを再発見し、『岸和田ってす
ばらしい』と感じていただける紙面でありたいと願っています。
理事の皆さまがた、次回は、広報部会にどうぞ！ 

文化施策における
　「西の岸和田」と
　　指定管理者制度

「岸和田ってすばらしい」を

発見できる広報部会

文化事業協会事業「音楽世界旅」モンゴル編
展示室にて（左側本人）
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　「牛滝街道（久米田道）」の起点は岸和田城下だと
いう説があり、現在のかじやまち商店街を通って岸和
田天神宮（沼の天神）にいたり、そこから牛滝山へ伸
びていたともいわれています。今回は古の佇まいを残
す町並みから近代建築を眺め、牛滝街道を少しだけ辿
るコースをご紹介します。
　スタート地点は城見橋。すぐに右へ折れると旧家が
並ぶ情緒ある街並みが続きます。そのまま直進し、右
に生花店のある角を左折。真っ直ぐ進み旧国道26号線
に面して右側に建つのが「池田泉州銀行」。銀行前の
横断歩道を渡って左に進み、正覚寺の角を右に曲がる
と「高見の観音さん」で有名な観蔵院があり、節分の
日に豆まきと甘茶の振る舞いが行われ、多くの人出で

賑わいます。
　坂を下って五軒屋町会館の角を右に曲がり、かじや
まち商店街に入って真っ直ぐ進むと寺町へ。右手側に
ある本徳寺には明智光秀の肖像画が保存され、一説に
よると寺の建立者が光秀の子ともいわれています。
　商店街に戻って直進し、大きな旧家の前には古びた
道標。左に曲がって商店街を抜けて直進。突き当りを
右に曲がって再び旧26号線を渡ると寿栄広商店街に到
着し、左に曲がって道なりに進み、広い道を渡らずに
右折。すぐの角を右に曲がって左に折れ、路地の中を
進むと浄光寺に到着。これが、いわゆる牛滝街道の岸
和田市街地コースで、古い町並みや近代建築、いわれ
のあるお寺などを眺めて散策することができます。

宮本町内の屋敷街

合併するまでは泉州銀行本店だった建物。
昭和34年に名建築家の村野藤吾が手がけた。

寺町にある本徳寺。明智光秀唯一と
いわれる肖像画が保存されている。

岸和田城の鬼門守護のために
建立されたとされる観蔵院
（通称・高見観音）。

岸和田慢歩岸和田慢歩岸和田慢歩
歩いて岸和田のよさを知る

旧26号線

南海本線

岸
和
田
港
塔
原
線

岸
和
田
駅
前
通
り

浄
光
寺

城見橋から浄光寺まで
第 1回

五軒屋町「かじやまち
商店街」の中にある道標

MAP
岸和田慢歩

理事 藤田保平・歯黒猛夫
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Event ReportEvent Report
アンケートからの抜

粋アンケートからの抜
粋

アンケートからの抜
粋

音楽世界旅　VOL.3 第22回「フレッシュコンサート」イラン編
～秋に思いをはせて～

会員対象事業会員対象事業

「2011年の干支うさぎの
　　　　置物を作りましょう」

「竹の根を使って印判を刻る」

　平成22年10月20日（水）に、自泉会館展示室を使い、
実施しました。
　藤田保平先生が講師をされ、32人の参加者がオリジ
ナルの印判作りにチャレンジしました。

　平成22年12月1日（水）に、自泉会館展示室を使い、小
木曽由季先生に講師をお願いし実施しました。当日は8
名の参加がありました。

●自分の名前の字のてん書体を知り、たった一つの自分の
印ができ、記念になりました。
●暗かったので、作業がしにくかった。
●細かい作業は疲れますが、出来あがったので良かったで
す。

協会主催の事業にご来場いただき、有難うございました。
アンケートにご協力いただいた方の感想を紹介させていただきます。

〈皆さんの声〉

　平成22年11月6日（土）にレクチャー・コンサート
“ペルシャの幻想 トンバク・サントゥール・セタールの
競演” を実施し、63名の入場者がありました。 　平成22年10月30日（土）に音楽を学びプロフェッショ

ナルとして歩み始めた新人による演奏会を、自泉会館ホ
ールで実施し、108名の入場者がありました。

●ピアノの原型のようなサントゥールや珍しい奏法や楽器に
出あい、楽しいひとときでした。あと2回も楽しみです。
●近い場所で、遠い国の音楽に触れることができ、とても良
かったです。
●西岡先生の解説が毎回分かり易いです。唯コンサートを聴
くより、一層おくが深いです。
●初めての楽器とその音色、特にサントゥールとトンバクに
心が癒されました。

〈皆さんの声〉

●客席がうるさかった。喋りを止めさせるよう司会がビシ
ッと注意して欲しい。
●広いホールも良いけど、近い距離で聞けるコンサートで
良かったです。
●演奏内容はよくわかりませんが、一生懸命さはよく伝わ
りました。若い方に機会を与えるのは良いことだと思い
ます。

〈皆さんの声〉

●今まで、コンサートが多かったので、こういう手作りの企画
はうれしいです。
●久しぶりに針を持って、楽しかったです。
●他では高額な講習が、会員になったことでこれだけ安く講
習してもらえるのはうれしいです。

〈皆さんの声〉

参
加
者
の
完
成
品

解
説
を
さ
れ
る
西
岡
先
生
と
演
奏
者

出
演
さ
れ
た
皆
さ
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
参
加
者

はんこ ほ
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　Eメール fontaine@sensyu.ne.jp

発行日：2011年1月15日

◆編集委員　　和田正則・紙野陽子・歯黒猛夫
　　　　　　　藤田保平・本郷元子

発行：岸和田文化事業協会

vol.30 　広報部の一員として「ふぉんてーぬ」の編集に携わり、２年が経とうと
しています。今年の総会で任期も終わるので、一応は今号と次号でお役
目終了と言うことになります。この２年間、さまざまな人と出会い、また同
じ広報部の方々からご教示も賜り、貴重な体験を得ることができました。
この場を借りて御礼申し上げます。また、理事を退いたとしても、何らか
の形で「ふぉんてーぬ」の制作にはかかわりたい。そんな勝手なことも考
えています。とはいえ、まだ任期は残っています。残り少ない期間ではあ
りますが、できる限りの努力を尽くしたい所存です。
　末筆となりましたが、本年もよろしくお願い申し上げるとともに、読者
各位のご多幸をお祈り申し上げます。　　　　　　　　　　　（歯黒）

編集後記

岸和田文化事業協会の事業 Information岸和田文化事業協会の事業 Information岸和田文化事業協会の事業 Information

■お問い合わせ　岸和田文化事業協会事務局まで　 TEL/FAX 072-437-3801　Eメール fontaine@sensyu.ne.jp

日　時：平成23年1月29日（土）午後2時開演
会　場：岸和田市立自泉会館ホール
出演者：タンゴアンサンブル「アストロリコ」 
入場料：一般前売 2,500円　
　　　  会員前売 2,000円（当日各300円増）

日　時：平成23年3月12日（土）午後3時開演
会　場：岸和田市立自泉会館ホール
入場料：一般前売 2,500円　
　　　  会員前売 2,000円（当日各300円増）

日　時：平成23年1月29日（土）～30日（日）
　　　  午前10時～午後5時
会　場：岸和田市立自泉会館展示室

入場料：無　料

http://www2.sensyu.ne.jp/fontaine/ 岸和田文化事業協会 検索

会員募集
詳しくは、岸和田文化事業協会事務局まで。

年会費（入会費不要）
個人会員（1口）　  2,000円
家族会員（1口）　  1,000円
（個人会員の同居家族）

団体会員（1口）　  5,000円
法人会員（1口）　10,000円
特別会員（1口）　50,000円

入会方法 協会事務局（自泉会館）で直接受付致します。
郵便振込の場合は　
口座番号 00970̶9̶28145
加入者名　岸和田文化事業協会

TEL/FAX 072-437-3801
Eメール fontaine@sensyu.ne.jp

平成23年度（平成23年4月～平成24年3月）

「岸和田文化事業協会」は、文化・芸術の発展をめざして活動する市民文化団体です。
鑑賞や参加だけでなく、創造、発表、企画、情報発信、提言など自らのネットワークを活用して
「地域の文化環境」づくりに貢献することを目的にしています。文化・芸術を愛し、会の趣旨に
賛同される方はどなたでも入会できます。岸和田市在住以外の方も歓迎いたします。

第４回 フレッシュプレミアムコンサート
～未来へ ここから～

文
化
情
報

レクチャー・コンサート

第6回 バレエセッション イン 浪切第25回 隗 展
日　時：平成23年1月29日（土）～2月2日（水）
　　　   午前10時～午後5時
会　場：マドカホール展示場　　入場料：無料
主催・問合：岸和田美術の会　TEL072－445-1070

主催・問合：バレエセッション イン 浪切 実行委員会
　　　　　平瀬バレエアートスタジオ　TEL072-432-7527

日　時：平成23年3月19日（土）午後5時開演
会　場：岸和田市立マドカ ホール
出演者：平成22年度自泉フレッシュコンサート
　　　  出演者の中から推薦された者。
入場料：前売 1,000円
　　　　　　　（当日各200円増）

レクチャー・コンサートレクチャー・コンサート

VOL.4 アルゼンチン編 VOL.5 インドネシア編

企画：大阪音楽大学音楽博物館

企画：大阪音楽大学音楽博物館

アルゼンチンを感じるコーナーアルゼンチンを感じるコーナー

インドネシア・ガムランの音世界

日　時：平成23年2月11日（祝）午後1時開演
会　場：浪切ホール大ホール
入場料：無料
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